
「
米
原
市
生
活
保
護
業
務
検

証
委
員
会
」
は
京
都
花
園
大
学

の
吉
永
先
生
を
委
員
長
に
昨
年

8
月
19
日
か
ら
7
回
に
わ
た
り

審
議
を
さ
れ
本
年
3
月
23
日
に

答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

刑
事
事
件
と
し
て
は
、
昨
年

1
月
6
日
に
加
害
者
の
刑
は
確

定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
判
決
理

由
の
中
で
犯
行
に
至
る
経
緯
、

動
機
に
は
相
当
程
度
同
情
の
余

地
が
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、

「
湖
北
生
活
と
健
康
を
守
る
会
」

で
は
今
回
の
事
件
に
つ
い
て
第

3
者
の
目
で
検
証
す
る
必
要
性

を
強
く
訴
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
第
3
者
委
員
会
が
作

ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
今

回
の
指
摘
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
中
で
の
第
１
に
は
、
不

適
切
な
制
度
の
運
営
、
事
務
執

行
が
行
わ
れ
て
い
た
と
の
指
摘

で
す
。
必
要
の
な
い
ホ
テ
ル
へ

の
一
時
宿
泊
。
情
報
が
上
司
と

共
有
さ
れ
な
い
こ
と
や
ケ
ー
ス

記
録
の
不
備
。
第
２
に
は
他
の

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
病
気
で
休

暇
を
取
っ
た
時
の
事
務
分
掌
の

不
明
確
さ
。
負
担
を
感
じ
て
い

た
が
上
司
に
訴
え
て
も
改
善
さ

れ
た
な
っ
た
こ
と
。
保
護
受
給

者
と
の
個
人
的
関
係
で
、
何
と

か
改
善
で
き
る
と
考
え
た
こ
と
。

第
３
に
不
当
要
求
に
不
適
切

な
対
応
を
し
、
そ
の
情
報
が
、

組
織
と
し
て
共
有
で
き
な
か
っ

た
こ
と
。
特
に
不
当
要
求
は
米

原
市
全
体
の
問
題
に
関
わ
る
こ

と
で
あ
り
、
米
原
市
総
体
と
し

て
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
の
指

摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
４
は
人
事
異
動
。
人
事
管

理
上
の
問
題
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
職
員
が
病
気
休
暇
で
欠
員

に
な
っ
た
時
で
も
、
部
内
部
の

異
動
で
済
ま
そ
う
と
し
た
問
題
。

自
己
申
告
が
生
か
さ
れ
な
か
っ

た
問
題
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。第

５
と
し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
対
応
が
不
十
分
と
し
て
い

る
。
加
害
職
員
は
、
事
件
前
に

適
用
障
害
に
よ
り
1
カ
月
の
休

職
が
必
要
と
の
診
断
書
を
提
出

し
た
が
、
本
人
が
大
丈
夫
と
の

言
葉
に
よ
り
、
診
断
書
は
課
止

ま
り
と
な
り
、
課
長
の
判
断
で

特
段
の
対
応
が
取
ら
れ
な
か
っ

た
。第

６
に
は
、
小
規
模
福
祉
事

務
所
の
問
題
点
を
指
摘
。
町
時

代
は
県
が
生
活
保
護
行
政
を
担
っ

て
い
た
。
合
併
に
よ
り
市
に
な

り
、
市
に
福
祉
事
務
所
が
設
け

ら
れ
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
設

置
さ
れ
た
。
し
か
し
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
は
経
験
が
浅
く
、
指
導
を

担
当
す
る
査
察
指
導
員
も
経
験

が
浅
く
、
兼
務
も
常
態
化
し
て

い
る
。
合
併
以
前
の
65
世
帯
に

1
人
か
ら
80
世
帯
に
1
人
の
基

準
と
な
っ
た
こ
と
も
負
担
を
大

き
い
と
し
て
い
る
。

再
発
防
止
策
は
、
第
１
に
生

活
保
護
行
政
の
適
正
確
保
と
し

て
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
へ
の
福
祉

専
門
職
員
の
配
置
、
専
任
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の
設
置
、
ケ
ー
ス

の
数
を
65
世
帯
に
す
る
こ
と
、

査
察
指
導
員
の
専
任
化
、
特
殊

勤
務
手
当
の
創
設
、
ま
た
ケ
ー

ス
の
組
織
的
対
応
と
支
援
の
確

立
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
第

２
に
不
当
要
求
へ
の
組
織
全
体

と
し
て
の
対
応
。
対
人
援
助
技

術
の
ス
キ
ル
の
向
上
。
第
３
に

は
メ
ン
タ
ル
・
ヘ
ル
ス
対
策
の

強
化
。
第
４
に
こ
れ
ら
の
提
言

に
対
す
る
進
行
管
理
や
進
捗
状

況
の
公
表
な
ど
が
提
言
さ
れ
ま

し
た
。
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昨
年
市
長
の
諮
問
に
基
づ
い
て
外
部
の
委
員
に
よ
る
審
議
会
が
開
催
さ
れ
3
月
末
に
答
申
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
4
月
20
日
の
委
員
会
協
議
会
（
議
会
の
会
期
外
に
行
う
議
員
の
勉
強
会
）
に
当
局
よ

り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
「
生
活
保
護
業
務
検
証
委
員
会
」
と
「
幼
稚
園
の
在
り
方
検
討
員
会
」
で

す
。
「
生
活
保
護
業
務
検
証
委
員
会
」
は
令
和
元
年
12
月
に
起
こ
っ
た
生
活
保
護
担
当
職
員
の
受
給

者
へ
の
殺
人
未
遂
事
件
に
つ
い
て
の
行
政
の
問
題
点
を
外
部
委
員
よ
り
検
証
さ
れ
た
も
の
で
す
。
も

う
一
つ
の
「
幼
稚
園
の
在
り
方
検
討
委
員
会
」
は
山
東
幼
稚
園
の
今
後
の
在
り
方
を
検
討
さ
れ
た
も

の
で
す
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
号
で
。

行
政
上
の
不
適
切
な
対
応

メ
ン
タ
ル
・ヘ
ル
ス
の
対
応
が
不
十
分

雑
感
「
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
、
社
会
福
祉
主
事
資
格
を
取
得
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
窓
口
で
の
相
談
内

容
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
中
で
、
医
療
事
務
や
介
護
事
務
な
ど
、
対
応
が
必
要
な
範
囲
が
拡
大
し
て
お

り
、
多
忙
な
環
境
に
あ
る
現
状
で
す
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
少
数
と
な
り
ま
す
が
、
個
々
の
職
員
の
育
成
の
た

め
、
経
験
や
能
力
等
に
応
じ
、
新
任
者
研
修
や
実
務
者
研
修
を
受
講
し
、
資
質
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
査
察
指
導
員
を
配
置
し
、
適
切
に
指
導
や
助
言
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
や

課
内
で
事
例
検
討
に
あ
た
る
な
ど
、
組
織
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
で
、
個
人
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
」
以
上
の
答
弁
は
、
今
回
の
事
件
が
起
こ
る
前
の
２
０
１
９
年
12
月
の
本
会
議
で
の
山
脇
議
員
の
生

活
保
護
の
一
般
質
問
に
答
え
た
当
局
の
回
答
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
す
ぐ
後
で
事
件
は
起
こ
り
ま
し
た
。
今
回

の
答
申
が
「
画
餅
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
議
会
と
し
て
も
検
証
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

米
原
市
の
特
性
と
課
題

第
３
者
委
員
会
で
の
検
証
を
求
め
る

不
当
要
求
は
市
全
体
で
対
応
が
必
要

再
発
防
止
策


